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フィンランドで昨年 12 月に首相になったサンナ・マリンは 34 歳の女性で、5 つの政党

の連立政権（５政党とも党首がすべて女性）です。閣僚は女性が 12 人、男性が 7 人、平均

年齢は 47 歳、女性の国会議員は 46％と、ジェンダー平等度の高さと若さが顕著です。性を

めぐる法制度については、性的同意年齢（性行為の同意能力があるとみなされる年齢の下限）

は 16 歳で、相手が同性でも異性でも同じです。避妊のためのピルの合法化は他の北欧諸国

と同様 60 年代初め（1961 年）、人工妊娠中絶の合法化は 1970 年。中絶は理由の別なく、

原則として個人の自由に任されています。同性愛の合法化は 1971 年、パートナー法成立が

2002 年。2017 年からは、同性愛者も異性愛者と同様の法律婚ができるようになりました。 

フィンランドは 1970 年代以降、人間性や個人の幸福に対して、ルーテル福音教会の説く

道徳性よりも科学性がより重視されるようになり、性的問題に対しても、適切で健康な性行

動を説く医学的・心理学的対応を重視するように次第に変化してきたのです１）。 

フィンランドの教育制度は、基礎教育を行う総合制学校 9 年制（付加 10 学年、7～16 歳）、

その上に 3 年制の普通高校（ルキオ）と職業高校、その後に高等教育があります。教育はい

ずれも無償で、性教育は 1970 年代のはじめから必修です。性に関連する教育は、主に、総

合制 3～6 学年の「環境」と、7～9 学年と高校の「人間生物学」と「健康教育」で扱います。 
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総合制学校は義務制で共通のカリキュラムですが、高校の場合、職業高校は「健康教育」は

なく、「人間生物学」のある学校も少ないため、総合制 7～9 学年の学習内容が重要です。 

2004 年の総合制学校のナショナル・コア・カリキュラムにおける 8 学年（14 歳）の「性

教育」項目の評価基準として、「健康教育」では、性的健康の基本を知る、避妊の重要性と

方法を知る、それを性行動に反映させることができる、責任のある性行動を正しいとする等、 

「生物」では、セクシュアリティの多様な現れ方を説明する、生殖細胞・性交・受精・妊 

娠経過・誕生などを普通の言葉で説明するがあげられています。生徒が知識を習得するだけ

でなく、自分の言葉で説明し、行動に反映させられるようになることが求められています。 

 2014 年に改訂されたナショナル・コア・カリキュラム２）でも、この内容は基本的に引き

継がれ、新たに、平等のための教育計画には、2014 年に改正された反差別法に言及する事

が加わりました。反差別の対象の一つに性的指向もあげられています。2004 年段階では、

人間の多様性や個人の発達、ジェンダー平等の尊重という表現でしたが、改訂版ではジェン

ダーの多様性がより具体的に取り上げられ、性自認とセクシュアリティの発達に関する理

解と実践についても言及されています。掲載の教科書は 2013 年に入手したものと、ナショ

ナル・コア・カリキュラム改訂後の 2018 年に入手したものですが、性の多様性については

一貫して取り上げています。これは、教科書検定制度がないこととも関係があります。 

2013 年に訪問したヘルシンキにあるフィンランド家族連盟では、ちょうど男子向けのイ

ンターネット用ゲーム（性知識の獲得を競うゲーム）を開発・発表したところでした。ここ

は、教師用の性教育ガイドブックの作成や、子どものためのクリニック、男性向け無料の電

話相談などの活動をしています３）。ユヴァスキュラの公立キルピセン中学校では、歩いて 5

分ほどの市営病院の一角にある子どものための家族計画アドバイスセンターに、毎年 8 年

生が訪問するようにカリキュラムで決められています。最初は教師が引率して行って、2 時

間の授業を受けることになっており、クラミジアの尿検査や妊娠テストなどを体験します。

ピルも 6 か月無料でもらえます。このような子どものための施設は各地で独自に設けられ

ていますが、ヘルシンキには 100 ほどの市立青少年センターや 1974 年創設の同性愛者の団

体 SETA なども活動しています。 

子どもたちの性の権利と健康を守るために、家庭と学校、地域が連携しているのです。 

注 

１）Osmo Kontula “Sexual Revolution and Sexual Rights in Finland “SexuS Journal 

1(1):020,2015, MARCH. 第 2 次大戦で、敗戦国となったフィンランドは 60 年代にソ連へ

の賠償金を払い終え、70 年代に単線型の教育制度の確立・普及や大量生産・大量消費の時

代への移行によって、人々の意識も科学的・合理的なものへと変化していったと思われる。 

２） NATIONAL CORE CURRICULUM FOR BASIC EDUCATION 2014, Finnish 

National Board of Education. 

３）詳しくは、橋本紀子「フィンランド」：橋本紀子、池谷壽夫、田代美江子編著『教科書

にみる世界の性教育』かもがわ出版、2018 年を参照。 
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